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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月22日(2011.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記録素子が配列された記録素子列を有する記録ヘッドを、前記複数の記録素子の
配列方向と交差する走査方向に走査させるとともに、画像データに基づいて前記複数の記
録素子を駆動させることにより記録を行う記録装置であって、
　前記複数の記録素子のうち隣接する記録素子が異なるブロックに含まれるように所定の
数の記録素子でグループを構成し、ブロック毎に前記複数の記録素子を分割駆動する駆動
手段と、
　前記走査方向に対する前記記録素子列の傾きに関する情報を前記グループ毎に取得する
取得手段と、
　入力画像データを格納するための第１の格納手段と、
　前記第１の格納手段に格納されていた入力画像データのうち、複数列分の入力画像デー
タを格納するための第２の格納手段と、
　前記グループ毎に、前記傾きに関する情報に基づき少なくとも連続する２列の前記入力
画像データを前記第２の格納手段から読み出して同一列の前記画像データを生成するデー
タ生成手段と、
　前記データ生成手段により生成された画像データに基づいて前記記録ヘッドに記録を行
わせる記録制御手段とを備えることを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記記録装置は、更に、前記第１の格納手段に格納された入力画像データをグループに
対応して格納するための第３の格納手段と、
　前記第３の格納手段から１グループずつ入力画像データを読み出し、ブロックに対応さ
せて前記第２の格納手段に格納する書き込み制御手段とを備えることを特徴とする請求項
１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記データ生成手段は、
　前記少なくとも連続する２列の入力画像データのそれぞれから、同じブロックに含まれ
る記録素子よりも少ない数の記録素子に対応した入力画像データを前記傾きに関する情報
に基づいて選択する選択手段を備え、
　前記選択手段にて選択された入力画像データに基づいて、前記画像データを生成するこ
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とを特徴とする請求項１又は２に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記選択手段は、１ブロック分の前記画像データの生成を全てのブロックに対して順に
行うことを特徴とする請求項３に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記第２の格納手段は、前記記録素子列で使用される１列分の入力画像データを格納す
る領域を複数、備え、
前記記録装置は、更に、前記第２の格納手段が備える１列分の入力画像データを格納する
領域の数より少ない複数の領域を指定し、その指定された領域からそれぞれ１列分のデー
タの読出しを行う読出し制御手段を備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１
項に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記記録装置は、更に、前記記録ヘッドのブロックに対応する前記第２の格納手段の領
域を指定するカウンタを備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
記録装置。
【請求項７】
　前記記録装置は、更に、外部から受信した入力画像データを格納する第４の格納手段を
備え、前記第１の格納手段は、前記第４の格納手段に格納された入力画像データのうち、
前記記録ヘッドの１回の走査で記録される入力画像データを格納することを特徴とする請
求項１乃至６のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項８】
　複数の記録素子が配列された記録素子列を有しかつ前記複数の記録素子について隣接す
る記録素子が異なるブロックに含まれるように所定の数の記録素子でグループを構成する
記録ヘッドを、前記複数の記録素子の配列方向と交差する走査方向に走査させるとともに
、画像データに基づいて前記複数の記録素子を駆動することにより記録を行う記録装置の
記録方法であって、
　取得手段が、前記走査方向に対する前記記録素子列の傾きに関する情報を前記グループ
毎に取得する取得工程と、
　第１の格納手段が、入力画像データを第１の格納手段に格納する第１の格納工程と、
　第２の格納手段が、前記第１の格納手段に格納されていた入力画像データのうち、複数
列分の入力画像データを第２の格納手段に格納する第２の格納工程と、
　データ生成手段が、前記グループ毎に、前記傾きに関する情報に基づき少なくとも連続
する２列の入力画像データを前記第２の格納手段から読み出して同一列の前記画像データ
を生成するデータ生成工程と、
　記録制御手段が、前記複数の記録素子をブロック毎に分割駆動するとともに、前記デー
タ生成工程により生成された画像データに基づいて記録ヘッドに記録を行う記録工程とを
備えることを特徴とする記録方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】記録装置及び記録方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　上記課題を解決するための本発明は、複数の記録素子が配列された記録素子列を有する
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記録ヘッドを、前記複数の記録素子の配列方向と交差する走査方向に走査させるとともに
、画像データに基づいて前記複数の記録素子を駆動させることにより記録を行う記録装置
であって、前記複数の記録素子のうち隣接する記録素子が異なるブロックに含まれるよう
に所定の数の記録素子でグループを構成し、ブロック毎に前記複数の記録素子を分割駆動
する駆動手段と、前記走査方向に対する前記記録素子列の傾きに関する情報を前記グルー
プ毎に取得する取得手段と、入力画像データを格納するための第１の格納手段と、前記第
１の格納手段に格納されていた入力画像データのうち、複数列分の入力画像データを格納
するための第２の格納手段と、前記グループ毎に、前記傾きに関する情報に基づき少なく
とも連続する２列の前記入力画像データを前記第２の格納手段から読み出して同一列の前
記画像データを生成するデータ生成手段と、前記データ生成手段により生成された画像デ
ータに基づいて前記記録ヘッドに記録を行わせる記録制御手段とを備えることを特徴とす
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、上記課題を解決するための別の本発明は、複数の記録素子が配列された記録素子
列を有しかつ前記複数の記録素子について隣接する記録素子が異なるブロックに含まれる
ように所定の数の記録素子でグループを構成する記録ヘッドを、前記複数の記録素子の配
列方向と交差する走査方向に走査させるとともに、画像データに基づいて前記複数の記録
素子を駆動することにより記録を行う記録装置の記録方法であって、取得手段が、前記走
査方向に対する前記記録素子列の傾きに関する情報を前記グループ毎に取得する取得工程
と、第１の格納手段が、入力画像データを第１の格納手段に格納する第１の格納工程と、
第２の格納手段が、前記第１の格納手段に格納されていた入力画像データのうち、複数列
分の入力画像データを第２の格納手段に格納する第２の格納工程と、データ生成手段が、
前記グループ毎に、前記傾きに関する情報に基づき少なくとも連続する２列の入力画像デ
ータを前記第２の格納手段から読み出して同一列の前記画像データを生成するデータ生成
工程と、記録制御手段が、前記複数の記録素子をブロック毎に分割駆動するとともに、前
記データ生成工程により生成された画像データに基づいて記録ヘッドに記録を行う記録工
程とを備えることを特徴とする。
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